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Abstract： 
Purposes : To identify the psychological, physiological, and endocrinological effects of first-hand learning about infants. 
Methods : Five young single male adults and five young single female adults (a total of ten) experienced first-hand learning about infants 
with one baby as a main learning subject for four months, once a week, for two to three hours at a time in a nursery school. All infants 
were about the same age. In order to obtain differences in the degree of motherhood development, questionnaires were given to the 
participants and a video of crying and laughing faces of the infants, which was intended to stimulate an understanding of motherhood 
development, was shown to the participants before and after their learning experience for psychological, physiological, and endocrine 
evaluation purposes. 
Results：Based on the scale of readiness of motherhood, the participants’ positive affection towards the infants significantly increased 
after the experience of first-hand learning than before the experience (p＜0.05). Based on the scale of affection towards babies’ 
development, the participants’ negative affection towards infants significantly decreased after the experience compared to before the 
experience (p＜0.05). Endocrinologically, the participants’ cortisol significantly decreased after the experience compared to before the 
experience (p＜0.05). 
Considerations：Based on the accumulation of learning experience and the development of relationships with babies, it is clearly 
identified that continuous first-hand learning about infants is positively effective for the development of motherhood. 
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Ⅰ．緒言 
青年期は，近い将来親になるための発達段階として，
母性準備性を獲得するための重要な時期である。しか
し，近年のわが国においては，少子化・核家族化など
により，育児行動の観察や体験など養育や育児につい
て学習する機会を得ることがないまま，親になる傾向
が強く，親役割や行動に問題が生じている。このため
発達段階における母性準備性育成の必要性が指摘され
ている１）～４）。 
母性準備期においては，子どもの特性を知ること，
乳幼児への好意感情，妊娠・出産・育児への関心や肯
定的認識などを育むことが重要である。これらの能力
獲得については，成長の過程で家庭や社会の中に，自
然に学び取りそだてられてゆく仕組みが存在していた。
しかし今日では，母性を学び育む機会が極端に乏しい
社会になっている。したがって，母性ができるだけ円
滑に育つよう，教育現場や地域社会で母性準備期にお
ける体験や学習を支援することは重要である。 
母性の育成については，子どもの親となるために中・
高生に乳幼児とのふれあいを体験させる事業が市町村事
業として厚生労働省から提唱され，全国的に試行されて
いる５）。その評価として，体験後ネガティブなイメージ
や認識が減少し，ボジティブなイメージや認識をもつ生
徒が増加したことが報告されている６）～９）。しかし，こ
れら「母性」に関する従来の介入研究は，中・高校生を
対象にした単発的なものであったり，妊婦や親になって
から行われたりしており 10）11），心理学的検討が多く，母
性準備期にある未婚の青年期男女を対象に科学的・計画
的に検討された介入研究は見当たらない。また，単回の
ふれあい体験ではかえって対象者に負担や負のイメージ
を与える可能性もあるとされており 12），それらを防ぎ，
よい影響を与えるための科学的検討がなされるべきと考
える。 
そこで，本研究では，母性の育成を促進させる学習プロ
グラムを開発するための一段階として，出産・育児経験の
ない青年期男女を対象に，継続的な乳幼児とのふれあい体
験を実施し，その効果を心理・生理・内分泌学的に明らか
にしたいと考えた。 
 
Ⅱ．研究目的 
出産・育児経験のない青年期未婚男女を対象に，乳幼児
とのふれあい体験を実施し，その効果を心理・生理・内分
泌学的に明らかにする。 
 
Ⅲ．仮説 
乳幼児とのふれあい体験前と体験後の比較では，体
験後の方が心理・生理・内分泌学的に母性が高まる。 
 
Ⅳ．用語の定義 
１. 母性：乳幼児への好意感情，養育の意志，知識と
技能など，子どもと関わる上で重要な性質であり，
生物学的性差によらず，男女において存在する性
質とする。 
２. 母性準備性：将来親となる青年期時期の男女にお
ける，乳幼児への好意感情，育児への積極性をい
い，母性準備性尺度（青木）13）で測定する。 
 
Ⅴ．研究方法 
１．期間 
平成 16 年９月～平成 17 年２月 
 
２．対象およびデータ収集方法 
１）対象者 
研究参加に同意を得た 18～19 歳の出産・育児経験のな
い未婚の青年期男女各５名計10名。  
２）データ収集方法 
（１）データ収集手順（図１） 
①質問紙調査：〔基礎データ（対象者の特徴・子どもと
の接触体験，ペットの世話体験，乳児接触体験質問紙
（花沢）14）（プログラム開始前）〕，母性準備性尺度（青
木）13），対児感情評定尺度（花沢）15）（プログラム開
始前・終了後）。 
②乳幼児とのふれあい体験プログラムの実施：実施施
設は，施設長および保護者の研究協力・同意の得られ
た福井県内の保育園である。実施期間は，本研究では
継続的な体験効果の評価を目的としたため，育児体験
のほかに乳幼児との関係性の構築や発達の変化が体験
できる期間と考え，平成 16 年 10 月後半から平成 17
年２月前半の４ヶ月間に設定した。被験者は，週１回
２～３時間，計 10 回程度の乳幼児とのふれあい育児体
験プログラムに参加した。体験プログラムの内容は，
日常の保育の中で体験可能な項目のうち，母性喚起に
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関係する項目と考えられる「抱っこ，びん哺乳，離乳
食，オムツ交換，話かける，あやす，寝かしつける，
遊ぶ」などで構成され，被験者はそれぞれ一人の乳幼
児を中心にして，その他数名の同月齢の園児にかかわ
った。 
③心理･生理・内分泌学的評価：ふれあい体験プログラ
ム開始前（平成 16 年 10 月）・終了後（平成 17 年２月）
に，従来より母性を刺激するとされている課題（乳幼
児の映像や泣き声など）16）17）を提示し，情動喚起刺激
に対する心理学的指標（STAI），生理学的指標〔心拍測
定〕，内分泌学的指標（唾液中コルチゾールの測定）に
よる評価を行った。 
（２）実験手順（図２） 
①実験前に基礎データ，母性準備性尺度，対児感情評
定尺度に記入した後，指尖脈波測定のためフィンガー
クリッププローブを左手第２指に装着した。その後，
映像刺激提示中はなるべく動かないこと，映像刺激終
了毎に喚起された情動の程度を質問紙に評定すること
などについて説明した。 
②動画（ビデオ）による刺激は，刺激の中でも強い情
動を喚起するといわれ，その適切な評価は，ベースラ
インとして，中性刺激映像を提示する条件設定が有効
視されている 18）。乳幼児は泣くことにより自らの身体
的，精神的な不快感や要求を訴え，周囲の注意を引こ
うとする一般的事実や幼児の泣き声は，他の表情刺激
に比べて被験者の覚醒状態を高める 16）17)。これらの知
見を踏まえ，正の情動を喚起する Positive 条件として
乳児の「笑い顔」，Negative 条件（ストレス刺激）と
して「泣き顔」，正の情動を喚起する Positive 条件と
して「受け持ち児の機嫌よい顔」を編集し，映像刺激
のコンテクストを活用することにより，情動をより強
く生起させることを試みた。また各条件間に，特定の
情動は喚起させない「中性刺激映像」（コントロール条
件）を設定した。 
実験開始前の被験者の情動状態を得るために，STAI
（状態不安）に記入した後，実験は研究者がＶＴＲボ
タンを押し，馴れと安静状態を得るために，体験前は
５分間コントロール条件として，「パステルカラーとリ
ラックス音楽」を提示し，月齢６ヶ月の乳児の「笑い
顔」３分間，再びコントロール条件を５分間，その後
「泣き顔」３分間，コントロール条件を５分間提示し
た。体験後はこれらに加え，「受け持ち児の機嫌よい顔」
３分，コントロール条件を５分追加した。映像刺激提
示用のカラーモニターは被験者前方２ｍの位置に設置
した。映像刺激の提示には，ＮＥＣプラズマディスプ
レイＰＸ-42Ｍ5，ＳＯＮＹビデオカセットレコーダー
ＷＶ-ＳＴ1を用いた。 
３）データ収集内容 
（１）心理学的測定 
①乳児接触体験質問紙：小学校・中学校・高校の各時
期に乳児と接した体験を測定する 15 項目で構成され
ている。３段階評定法で，採点方法は「そのことを３
回以上たびたびしたことがある」から「全くしたこと
がない」の各回答に２から０点を与える。 
②母性準備性尺度：青年期の母性準備性に焦点を当て
測定する。乳幼児への好意感情（９項目），「育児への
積極性 15 項目）の合計 24 項目から構成されている。
５段階評定法で，採点方法は「あてはまらない」から
「あてはまる」の各回答に０から４点を与える。逆転
項目では逆の配点となる。それぞれの尺度の項目得点
の合計が尺度得点である。青年期後期女子（大学生に
あたる）に対する信頼性と構成概念妥当性が検証され
ている 13）。青年期男性への使用については，羽田野ら
２）３）により信頼性が検証されている。 
③対児感情評定尺度：乳児に対して大人が抱く感情を
肯定的側面（接近感情）と否定的側面（回避感情）の
２側面から測定する。４段階評定法で，採点方法は「非
常にそのとおり」から「そんなことはない」の各回答
に３から 0 点を与える。接近項目，回避項目ごとに得
点を求める。信頼性と妥当性が検証されている。 
④STAI(State-Trait Anxiety Inventory)日本語版 19） 
：状態不安と特性不安を測定するためにスピールベー
ガーなどによって開発された。状態不安は，個人がそ
のときおかれた生活体条件により変化する一時的な情
緒状態であり，その際の生活体条件とはその人の感情
状態と自律神経活動の２面からなる。特性不安は不安
状態の経験に対する個人の反応傾向を指し，比較的安
定した個人の性格傾向を示す。それぞれ 20 の質問項目
より構成される。４段階評定法で，採点方法は状態不
安では「まったく感じていない」から「はっきりと感
じている」の各回答に１点から４点を，逆転項目では
逆の配点となる。特性不安では「ほとんどない」か 
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図１ データ収集手順 
図２ 実験手順 
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ら「いつもある」の各回答に１点から４点を，逆転項
目では逆の配点となる。信頼性と妥当性が検証されて
いる。 
（２）生理学的測定 
感情喚起刺激ビデオによる生理信号を測定するため
に，指尖脈波を測定した。測定は，S/5 ライトモニタ
ー（デーテックス・オメダ）を用い，各１分間の平均
値の開始時からの変動率を求めた。 
（３）内分泌学的測定 
感情喚起刺激ビデオによるストレスの程度を測定す
るために，唾液中のコルチゾールを測定した。コルチ
ゾールは，ストレスホルモンとよばれるように，急性
ストレス事態で増加する。副腎皮質内で生成されたあ
と血液中に分泌され，コルチコイド結合性グロブリン
などの蛋白質と結合する蛋白結合型と遊離型に分かれ
る。ストレスの指標となりうるコルチゾールは遊離型
であり，その約５～10％が唾液中にも現れる。したが
って，唾液中からコルチゾールを抽出・定量化できれ
ば，非侵襲的なストレスホルモン測定が可能となる。
コルチゾール値は，早朝起床時に高く，夕方以降低下
するという顕著な日内変動を示す 20）。また，食後１～
２時間は一時的に増加する場合がある 21）。したがって
採取時間は午後２時から５時とした。ビデオ視聴開始
からの採取時間と採取間隔については，唾液中コルチ
ゾールの変動の評価には 15 分間隔での唾液採取が適
しているとの報告 22）やストレッサーからのコルチゾ
ール値の上昇は，３分以上遅れ，ビデオ終了後３から
９分で安静時レベルに戻るという報告 23）がある。この
ため，本研究では先行研究を参考に，刺激開始から３
分後に採取した。コルチゾールは，ザリベッティ
（Salivette Sarstedt 社製，唾液吸収用の円筒フィル
タに脱脂綿が入った遠心分離抽出可能な二重検体管）
を用い，約１分間口に含み唾液を採取した。採取した
唾液は直ちにKUBOTAマイクロ冷却遠心機で3000rpm３
分間遠心分離し，その上澄みを-78℃で保存した。唾液
中のコルチゾールの測定は，外注し，ラジオイムノア
ッセイ法（RIA）を用いた。 
４）データ分析方法 
（１）質問紙調査：基礎データのうち，対象者の特徴，
子どもとの接触体験，ペットの世話体験は単純集計，
乳児接触体験質問紙は男女間で Mann-Whitney U 
test を用い比較した。 
（２）ふれあい体験プログラム開始前・終了後の心理・
生理・内分泌学的評価：体験前後，ビデオ刺激の各映
像間および男女間を比較し，統計学的に分析した。２
群間の比較には，対応なしに Mann-Whitney U 
test，対応ありに Wilcoxson rank test を用い
た。３群間の比較には Friedman test を用いた。
多重比較においては，Bonferroni の不等式を使
用した。 
（３）解析は SPSS12.0ｊにより行い有意水準
５％とした。 
 
Ⅵ．倫理的配慮 
１．対象者には，研究目的，意義，内容（方法・期間），
安全性，参加を中止あるいは拒否する権利，拒否して
も一切不利益をこうむらないこと，プライバシーが保
護される権利が保障されていること，個人情報保護の
ため，研究内容から研究対象者個人を特定できないよ
うにコード化すること，研究結果を論文やその他の方
法で公表する際，匿名性を守ること，研究協力により
対象者が受ける利益は，看護学への貢献でありそれ以
外の直接的な利益はないこと，研究結果の公表方法，
研究中・終了後質問への対応をすること，研究終了後
の対象者の情報については，責任をもって処分するこ
とを明記した依頼文書を提示し，同意書を用いて同意
を得た。 
 
２．フィールドとなった保育園の園長，保育関係者，
保護者に対しては，ふれあい体験プログラム実施前に
依頼文書を用い，研究目的，意義，内容（方法・期間），
安全性，参加を中止するあるいは拒否する権利，拒否
しても一切不利益をこうむらないこと，プライバシー
が保護される権利が保障されていること，研究終了後
の保育園および園児の情報については，責任をもって
処分すること，保育園の実習生・ボランティア受け入
れマニュアルに沿って実施すること，受け持ち以外の
園児に対しても平等に関わることなどを明記した依頼
文書を提示し，園長には研究者が直接説明，保護者に
は園長を通じ説明し，同意を得た。 
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Ⅶ．結果 
１． 対象者の特徴 
      表１ 対象者の特徴     ｎ＝10 
年齢（平均値±標準偏差）       18.6±0.5 
人数（％） 
子どもとの接触体験 
   乳幼児を抱いた経験 
     よくある         3(30.0) 
     一度ないし数回ある        6(60.0) 
     経験はない                1(10.0) 
  乳児と遊んだ体験 
     よくある                  3(30.0) 
     一度ないし数回ある        5(50.0) 
     経験はない                2(20.0) 
ペットの世話体験 
     よくある                  8(80.0) 
     一度ないし数回ある        1(10.0) 
     経験はない                1(10.0) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
対象者の特徴は表１のとおりであった。子どもとの
接触体験のうち，乳幼児を抱いた経験が「よくある」
「一度ないし数回ある」を合わせると９名（90.0％），
乳児と遊んだ体験は「よくある」「一度ないし数回ある」
は８名（80.0％）であった。ペットの世話体験は，「よ
くある」「一度ないし数回ある」は９名（90.0％）であ
った。「乳児接触体験」では，男女間に有意な差はみら
れなかった。 
 
２．ふれあい体験プログラム実施前後の母性育成状況
（図４～７） 
 母性準備性尺度における，「乳幼児への好意感情」は
体験前より体験後の方が有意に高まり（Z＝-2.213，ｐ
＜0.05），対児感情評定尺度における「回避感情」では，
体験前より体験後の方が，有意に減少した（Z＝-2.325，
ｐ＜0.05）。男女の比較では，有意な差はみられなかっ
た。 
 
３．ビデオ刺激によるふれあい体験プログラム実施前
後の評価 
１） 心理学的評価（図８～12） 
 STAI（状態不安）における，体験前の各刺激間の比
較では，Friedman test（χ２＝6.34，ｐ＜0.05），
Wilcoxson rank test で「笑い顔」－「泣き顔」間に
有意な差がみられた（Z=-2.55，ｐ＜0.05）。体験後の
各刺激による評価では，Friedman test（χ２＝6.34，
ｐ＜0.05），Wilcoxson rank test「刺激前」－「笑い
顔」間（Z=-2.39，ｐ＜0.05），「笑い顔」－「泣き顔」
間（Z=-2.55，ｐ＜0.05），「泣き顔」－「受け持ち児」
間（Z=-2.67，ｐ＜0.05）に有意な差がみられた。「泣
き顔」の体験前後の比較では，体験前より体験後の方
が有意に減少した（Z=-2,25，Ｐ＜0.05）。男女の比較
では体験前の「笑い顔」で有意な差がみられ，男性の
方が女性より有意に高かった（Z=-2.20，P＜0.05）。 
２）内分泌学的評価（図 13～15） 
唾液中コルチゾールでは，体験前，後とも各刺激に
よる比較では有意な差はみられなかった。「泣き顔」の
体験前後の比較では，体験後の方が有意に減少した
（Z=-2,52，Ｐ＜0.05）。男女の比較では有意な差はみ
られなかった。 
３）生理学的評価（図 16～19） 
 男女別の体験前後の比較では，Wilcoxson rank  test
の結果有意な差はみられなかった。体験前後別に男女間
を比較したところ，体験前ではMann-Whitney U test の
結果，４分後，17分後，18分後に有意差がみられ（p＜0.05），
女性の方が男性より変化率が高く，刺激のあとの中性刺激
時変化率が高くなるパターンを示していた。体験後は男女
とも同様で，刺激のあと中性刺激時変化率が高くなるパタ
ーンを示していた。 
 
Ⅷ.考察 
１． ふれあい体験プログラムによる母性育成の評価 
親となる前の年代から幼い子どもと親しむ機会を持
つことの重要性が指摘され，学校教育をはじめ様々な
場面で，ふれあい体験が行われるようになってきてい
る４）5）。ふれあい体験学習の本来の目的は，「親性の涵
養」にあり，小学生対象の体験学習では，小さな「か
わいい」命に触れる実体験を通して「生命の大切さの
理解」をより確かにすることが指導目的になると考え
られている。体験学習は各地で様々な形で展開されて 
図３ 乳児接触体験 
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図 4 母性準備性尺度(乳幼児への好意感情)体験前後の比較 図 5 母性準備性尺度(育児への積極性)体験前後の比較 
図 6 対児感情(接近得点)の体験前後の比較 図 7 対児感情(回避得点)の体験前後の比較 
図 8 STAI(状態不安)の変化(体験前) 図 9 STAI(状態不安)の変化(体験後) 
図 10 STAI(状態不安)[泣き顔]の体験前後の比較 図 11 STAI(状態不安)[笑い顔]の体験前後の比較 
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図 12 STAI(状態不安)[笑い顔]体験前男女の比較 
図 13 唾液中コルチゾールの２場面の変化(体験前) 
図 14 唾液中コルチゾールの 3場面の変化(体験後) 
図 15 唾液中コルチゾール[泣き顔]の体験前後の比較 
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図 16 指尖脈波変化率の変動（体験前） 
図 17 指尖脈波変化率の変動（体験後） 
図 18 体験前後の指尖脈波変化率の比較（女性） 
図 19 体験前後の指尖脈波変化率の比較（男性） 
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いるが，内容について試行錯誤が繰り返されているの
が現状である。また，現在の実施内容が多すぎて焦点
をどう定めたらよいかわからないという市町村も多く
あることが指摘されている５）。 
ふれあい体験の効果について，田中ら８）は，体験後
ネガティブなイメージや認識が減少し，ボジティブな
イメージや認識をもつ生徒が増加していること，これ
らの効果は，６ヶ月ないし３年後にも持続しているこ
とを報告している。これらのことから，乳幼児との触
れ合い体験が，乳児のイメージを具体的にし，育児や
親を肯定的にとらえられる機会となっていることが明
らかとなっている。しかし，一方で，1 回程度の体験
では乳児に対する否定的な反応を示す対象者の存在も
指摘され，その理由として，初めての状況に対する不
安，緊張，戸惑いがあげられている 12）。 
本研究でも，田中ら８）の研究結果と同様に，体験前
後の心理学的指標において，母性準備性尺度で測定さ
れる，「乳幼児への好意感情」は体験前より体験後の方
が有意に高まり，対児感情評定尺度で測定される「回
避感情」では，体験後の方が有意に減少した。その要
因として，今回のプログラムが継続的な体験であった
ことがあげられた。つまり，継続的なふれあい体験プ
ログラムの効果として，乳幼児の成長・発達の実感，
子どもの特性の理解，乳幼児との信頼性構築やコミュ
ニケーションにより，乳幼児と関わることの楽しさを
体験し，好意感情が培われたものと考えられた。した
がって，継続的な体験の積み重ねや乳幼児との関係性
構築により，ふれあい体験が，母性育成に肯定的に影
響したこと，さらに，男女間の比較においては，有意
な差はみられなかったことから，性別にかかわらず母
性育成されたことが示唆された。 
 
２．感情喚起刺激ビデオによる母性育成の評価 
 精神的なストレス刺激に対する生体の代表的なスト
レス応答には自律神経系と内分泌系があり，情動が生
じた場合心拍ゆらぎ，自律神経反応や呼吸，心拍，筋
緊張，発汗など様々な生理的反応が現れる 17）24）。スト
レス応答を評価する方法として，問診や心理テストに
よる主観的評価，血圧や心拍などの電気生理信号を統
計的，力学的に解析する方法，血液や唾液などの生体
資料中のストレス関連物質を計測する生化学的方法が
あげられる 25）。本研究では，「乳児の泣き顔」という
精神的ストレスに対する心理（STAI），内分泌（唾液中
コルチゾール），生理（指尖脈波）的の反応を，学習プ
ログラム体験前後および「乳児の笑い顔」「受け持ち児
の機嫌よい顔」「中性刺激条件」と比較し，母性育成状
況の指標とした。 
その結果，STAI において，各刺激間に有意差がみら
れ，「泣き顔」の方が「笑い顔」「受け持ち児の機嫌よ
い顔」よりストレスによる不安を感じていた。また，
STAI と唾液中コルチゾールにおいて，体験前後の「泣
き顔」に対する比較では，体験前より体験後の方が有
意に減少した。さらに，男女間の比較においては，有
意な差はみられなかったことから，ふれあい体験が，
性別にかかわらず，対象者の「乳児の泣き」に対する
ストレス受容に影響していることが示唆された。 
泣き声の知覚に関するこれまでの研究は母親を中心
に行われ，母親の子どもの泣き声に対する知覚・認知
は，泣き声を介した子どもとの相互交渉を通して変化
すること，乳児の泣きに対して，その表出された火急
性をどのように知覚し，自分なりの判断を行い，対処
行動を選択するかといった泣き声に対する認知的枠組
みは，子どもとの相互交渉を通じて形成されていくこ
と，また，父親についても同様であることが明らかに
なっている 27）。さらに，母親，経妊婦，初妊婦の方が，
未婚女性より乳児の泣き声の弁別能力が高かったこと
などが報告されている 28）。 
これらのことから，ふれあい体験を通して，乳幼児
の泣き場面に接し，対応するという経験の積み重ねが，
母親や父親が経験する相互交渉に類似した変化を被験
者にもたらしたことが予測された。しかし，同じビデ
オ場面の提示による馴化も考えられるため，今後コン
トロール群を設定し，ふれあい体験の効果を明確にし
ていく必要がある。 
 生理学的評価では，男女別の体験前後の比較では，有
意な差は見られなかった。体験前後別に男女間を比較した
ところ，体験前は女性の方が男性より変化率が高く，刺激
のあとの中性刺激時変化率が高くなるパターンを示して
いた。 
情動と自律神経機能の関係には４つのパターン①驚
き・恐怖・怒りなど急激な情動に伴って起こる交感神経機
能の亢進，②持続的な不安・緊張・怒り・興奮が交感神経
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と副交感神経の両者を亢進させる場合，③不安・恐怖・怒
りなどの感情緊張から開放され，④平静な気分における生
理機能，交感・副交感神経機能が同時に抑制された状態が
あげられている29）。また，視聴覚刺激による心拍数への影
響は，快の刺激で減少し，不快な刺激で増加するという報
告30)や不快な情動の中でも，怒り・恐怖・悲しみで増加し，
嫌悪と驚きで減少するなどの報告 31）がある。本研究の結
果では，女性では体験前後とも，「笑い顔」「泣き顔」とも
刺激の後に指尖脈波が増加，男性では体験後のみ増加した
ことから，①のパターンに類似した反応がみられ，場面の
内容にかかわらず映像刺激提示に反応し，交感神経が亢進
したものと推察された。しかし，今回はR-R間隔を変動パ
ワースペクトル分析していないため，交感神経，副交感神
経の関係については，性別への影響も含め，今後明らかに
していく必要がある。 
 
 以上のことから，乳幼児とのふれあい体験プログラ
ム実施前後の比較では，体験後の方が心理・内分泌学
的に母性が高まるという仮説が支持されたが，生理学
的な影響については，明確にならなかった。本研究の
限界として，コントロール群を設定しなかったことや，
対象者数が限られているため，得られた結果を一般化
するには限界がある。しかし，本研究の結果から，母性
準備期における，乳幼児とのふれあい体験プログラムの実
施が，母性を促進させる経験や学習の絶好の機会となり，
母性を育むための看護・教育・地域活動に役立てることが
できると考えられた。さらに，これらの成果は，現在の少
子化・核家族化の中で，未成熟な母性による育児不安や虐
待，また，近年若年化・凶悪化する少年犯罪が起こるたび
に強調される，母性に関連する幼いもの・弱いものを大事
にする「心の育ち」の教育の必要性など，社会問題の発生
を予防するための長期的展望に立った取り組みに発展応
用できることが期待される。  
今後さらに研究を発展させ，学習プログラム内容お
よび刺激課題を検討・修正し，母性に関連するとされ
ている他のホルモン（プロラクチン）測定，ｆＭＲＩ
を使用した脳科学的側面からの評価を予定している。
また，妊娠・出産・育児を体験した場合の母性の育成
状況との違いを知るために，乳幼児を育児中の健康女
性との比較，虐待で問題となりやすい生後半年までの
乳児における学習プログラムの実施などが課題である。 
Ⅸ．まとめ 
乳幼児とのふれあい・育児体験の効果を心理・生理・
内分泌学的に明らかにすることを目的に，青年期男女各
５名（計 10 名）に対し，４ヶ月間，１回/週（10 回前
後），約２～３時間，保育園で一人の乳幼児を中心に同
月齢の他の児との継続的なふれあい・育児体験を実施し
た。また，母性育成状況を評価するために，体験前・後
に質問紙調査および母性を刺激する乳児のビデオ場面
（泣き顔・笑い顔・受け持ち時の機嫌よい顔）を作成し，
心理・生理・内分泌学的評価を行った。その結果，以下
のことが明らかとなった。 
１． ふれあい体験プログラム実施前後の母性育成 
母性準備性尺度における乳幼児への好意感情は，
体験前より体験後の方が有意に高まり（ｐ＜0.05），
対児感情評定尺度における回避感情では，体験前よ
り体験後の方が，有意に減少した（ｐ＜0.05）。 
２． ビデオ刺激によるふれあい体験プログラム実施
前後の評価 
１）STAI における体験前の各刺激間の比較では，
Friedman test（χ２＝6.34，ｐ＜0.05），Wilcoxson 
rank test で「笑い顔」－「泣き顔」間に有意な差
がみられた（Z=-2.25，ｐ＜0.05）。 
２）STAI における体験後の各刺激間の比較では，
Friedman test（χ２＝6.34，ｐ＜0.05），Wilcoxson 
rank  test「刺激前」－「笑い顔」間（Z=-2.39，ｐ
＜0.05），「笑い顔」－「泣き顔」間（Z=-2.55，ｐ＜
0.05），「泣き顔」－「受け持ち児」間（Z=-2.67，ｐ
＜0.05）に有意な差がみられた。 
３）STAI における「泣き顔」の体験前後の比較では，
体験前より体験後の方が有意に減少した（Z=-2,25，
Ｐ＜0.05）。 
４）内分泌学的反応では，コルチゾールにおいて体
験前より体験後の方が有意に減少した（Z=-2.52，Ｐ
＜0.05）。 
 
 以上の結果から，少なくとも心理，内分泌学的に，継
続的なふれあい・育児体験が，体験の積み重ねや乳児と
の関係性の構築により母性育成に肯定的に影響してい
ることが明らかとなった。 
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